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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、戦後教育改革期において成立した世界史教育がいかなるものであったのかを総合

的に考察したものである。1949 年 4 月に実施された世界史教育の背景、成立、当初の展開など
に関する史料を収集し、分析を進めた。その結果、新制高校の創設に関わり新たな歴史教育と
して世界史教育が想定され、多くの困難の中で様々な模索が継続されていたことなどが確認さ
れた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
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１．研究開始当初の背景 
 

世界史教育の議論もしくは世界史の内容

を含めた歴史教育の議論がなされる際に、世

界史の教育がどのように始まり、どのように

進められてきたのか、つまり世界史教育史を

踏まえた検討は不十分なままであった。 

それは、戦後に始められた世界史教育が成

立経緯から不明確であったことに一因があ

る。しかも、従来の東洋史と西洋史を単純に

一緒にしたという伝聞に基づいたと思われ

る当時の一部歴史研究者の言説が独り歩き

し、それが今日でも特に歴史学界において流
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布している状況にある。 

世界史教育の成立は、可能な限り実証的な

姿勢で、幅広く様々な要素を総合的に検討す

る必要がある。そのような基礎研究の欠如を

補うことが、これからの世界史教育、さらに

は歴史教育の検討には不可欠である。 

 

 

２．研究の目的 
 

本研究の目的は、戦後教育改革期におい

て成立した世界史教育がいかなるものであ

ったのかを総合的に解明することにある。 

具体的には、1948 年 10 月に設置が発表

され、1949 年 4 月から新制高校で実施され

た世界史について、およそ 1952 年 4 月前後

までを対象にして、科目設置の経緯、学習

指導要領の作成過程と内容、授業の実態、

教師や生徒の対応、参考書として発行され

た教科書の状況、世界史をめぐる論議の位

置づけなど、多方面から分析することで、

世界史教育が成立期に持っていた謂わば原

点を明らかにする。これにより、世界史教

育の意義を再確認するとともに、これから

の世界史教育を検討するための共通認識の

形成を目指した。 

 

 
３．研究の方法 
 

上記の研究目的を達成するため、特に教育

行政に関わるものと授業等に関わるものの 2

つの対象について分析を進めた。 

具体的に、前者では、新科目である世界史

の科目設置経緯や世界史に関わる通達、世界

史教科書検定基準などを通して世界史教育

に関わる教育行政による施策を検討し、後者

では、多くの非公式な世界史教科書（準教科

書）や参考書の発行状況や内容の特徴を通し

て世界史教育の試みを検討した。 

主要な史料としては文部省や占領軍の史

料、各種出版物、教科書・準教科書、雑誌記

事などがあげられる。関連して、世界史教育

史に関わる各種の史料、世界史教育史研究の

あり方、世界史教育史から見た社会科教育の

様々な特徴などを検討した。 

以上のような方法で研究を進めることに

より、成立期の世界史教育を総合的に考察し

た。 

 
 
４．研究成果 
 

本研究での成果には以下のようなものが

ある。 

 

(1)成立期の世界史教科書の特徴 

①成立期の世界史準教科書 

世界史実施当時において、世界史の正式な

教科書は存在しなかった。1947 年に外国史用

の西洋史教科書の前半部分のみが発行され

ていただけであった。しかも、検定世界史教

科書は 1952 年 4 月まで発行されなかった。

そのため、その間は、準教科書と呼ばれる正

式ではないが、授業用に作成された世界史教

科書が使用された。本研究では、当時の教科

書目録を確認した上で、そこには記載されて

いないながらも世界史として発行されてい

た様々な著作物を整理した。さらに、世界史

の準教科書と考えられるものを発行時期や

その記述や構成の性格で整理し、世界史準教

科書の全体的な特徴に加え、準教科書を場と

した当時の世界史教育のあり方の検討につ

いて分析した。その結果、東洋史と西洋史を

組み合わせて世界史としたようなものがあ

る一方で、準教科書を舞台とした世界史教育

への様々な試みがなされていたことが確認

された。関連して、特にカトリック教会が手

掛けた西洋史・世界史の試みについては、入



 

 

手した史料を公開するとともに、歴史教育史

の観点からのその位置づけを提示した。 

 

②成立期の世界史教科書検定基準 

また、世界史教科書研究の前提となる教科

書検定基準についての研究を進めた。まず、

書誌的な検討を通して、官報に記載された検

定基準がすべてではなく、刊行物としての検

定基準により具体的な改訂が行われていた

ことを明示した。このことは他の教科目も同

様であり、今後の研究が待たれる。そして、

それらの中の世界史検定基準の検討により、

最初の検定基準で世界史教科書のあり方を

詳細に提示しようとしていたことや、具体的

な検定がどの基準で行われたのかを考察し

た。 

 

(2)高校社会科世界史の科目設置 

高校社会科の世界史科目設置に関わる史

料収集と分析を進めた。 

国立教育政策研究所および国立国会図書

館で所蔵されている当時の文部省と CIE教育

課の史料を中心に世界史科目設置に関わる

情報を探索した。ただし、その他の史料も含

めて、直接的に世界史設置に触れた史料を見

出すことは現時点でもできていない。その一

方で、世界史が設置された高校教科課程改正

に関わる情報、関連する教科書発行や検定、

当時の言説やその後の回想などの整理を含

めて、現時点で確認できる世界史設置の経緯

を考察した。 

その結果、世界史科目設置は、新制高校の

理念を内容面から実現するための 1948 年 10

月の高校教科課程改正の中で実現したこと

を重視すべきこと、このことは国民共通教養

の観点から世界史科目設置を捉えるべきこ

とを意味していること、詳細は不明なままで

ありながらも、このような位置づけの中で世

界史科目が検討されて設置が実現されたと

推測されること、さらに世界史教育および世

界史研究のその後の展開の出発点になって

いることなどを指摘した。 

 

(3)世界史設置後の教育行政による対応 

高校社会科世界史の設置後における教育

行政の対応に関わる史料収集と分析を進め

た。その考察を通じて、教育行政は新たな科

目である世界史の社会科教育としての理念

や方法を教科書や学習指導要領を通じて実

現するための努力に取り組んでいたことが

確認できた。 

ただし、検定教科書や学習指導要領の発行

は予定よりも大幅に遅れた。さらに内容面で

の世界史のあり方の提示は、当時の社会科学

習をめぐる思潮や教育行政の役割などの状

況下において、さほど注意が払われていなか

った。このような教育行政による世界史への

対応が、具体的な世界史教育にいかなる影響

を及ぼしていたのかは今後の検討課題とな

る。 

 

(4)世界史成立史研究のあり方 

世界史成立史を研究することとは別に、世界

史成立史研究のあり方の検討も進めた。 

上述のように、高校社会科の世界史の設置

経緯に関しては、直接的な資料が乏しく、当

時から様々な推測を交えた言説が語られて

きた。その問題点を指摘した上で、逆に特定

の回想を無批判に主軸に据えた考察も問題

であることを指摘すると同時に、現時点での

研究状況から見た世界史設置経緯を示し、識

者の判断を仰いだ。 

 

(5)世界史教師へのインタビュー 

当時において高校の世界史教育に携わった

歴史教師の方々に聞き取り調査を行なった。



 

 

戦時中の体験から戦後の新制高校での歴史

教育の活動を含め、その調査の結果をまとめ、

インタビューの記録として公表した。 

 

(6)その他の史料収集と戦後社会科教育の中

の世界史教育 

世界史教育に関するその他の各種の史料

の収集に努めた。その中で、世界史に関連し

た大学入学試験の制度や実際に関する情報、

科目設置に触発された歴史研究者による世

界史をめぐる論議の史料、世界史等に関わる

参考書などを収集し、当時の世界史教育を多

様な側面から分析するための基礎作業を進

めた。また、関連する雑誌の目録の作成を行

なった。 

関連して、現在までの社会科教育全体の中

で、小学校・中学校・高校での世界史につい

ての教育がいかなる変遷を経て、どのような

特徴を持つものになっているのかを分析し

た。その結果、世界史の教育が現在において

高校に限定された存在になっていることを

提示した上で、世界史の内容のない社会科教

育の意味を批判的に検討すべきことを主張

した。 

 

(7)本研究の成果のまとめと研究成果の公表 

以上の研究成果の一端は学会・研究会での

口頭発表、学術雑誌等での発表を通じて公表

し、批判を仰いだ。 

その中で、高校世界史は戦後の新制高校の

理念の実現を図るための教科課程の検討過

程で現れたものであること、現在と比べると

非常に多種多様な世界史が想定され、敗戦後

の様々な困難な中で取り組まれていたこと、

しかも、世界史は全く新しい歴史教育であっ

たこと、しかし、その一方で東洋史・西洋史

が世界史に大きな影響を与え続けたこと、さ

らに世界史教育成立史の研究は可能な限り

実証的な方法を取るべきこと、などを主張し

た。 

世界史教育は、敗戦後の新たな日本社会を

再建するために重要な役割を果たすことを

期待された存在であった。そして、その実現

のための努力がこの当時から精力的に始め

られ、今日まで継続されている。 

なお、発表した論文等の一部は『成立期の

世界史教育に関する総合的研究 2008(平成

20)～2010(平成 22)年度科学研究費補助金

（基盤研究(C)）研究成果報告書』（2011 年 3

月）として発行し、また、一部の論文等は上

越教育大学附属図書館リポジトリでも公開

した（http://repository.lib.juen.ac.jp/）。 

 

(8)本研究の位置づけと今後の展望 

 これまで十分な研究が及んでいなかった

世界史教育成立史に対して、本研究は 1946

年ごろの敗戦後の外国史教育の状況から、世

界史学習指導要領の作成と世界史検定教科

書の発行がなされた 1952 年 4 月前後までを

対象にして、総合的な検討を加えたものであ

る。 

 本研究では、前項で列挙したような成果を

上げることができた。全体として、実証的な

研究を目指した。もちろん歴史研究において

実証的であることは当然である。しかし、前

述したように、世界史成立について語られる

独り歩きした言説をいかに相対化するかが

本研究の大きな課題であった。この点に関し

て、本研究が世界史成立史の解明に多少なり

とも寄与できたものと考える。 

一方で、いまだ検討の及んでいない部分も

残されている。また、その後の世界史教育の

展開も含めて、今後の課題として取り組む必

要がある。 
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